
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
走行機体 (2) の機体フレーム (11)の上部に運転部 (17)を形成するとともに、同運転部 (17)
の底面にカバー体 (21)を配設してなる乗用作業車において、
機体フレーム (11)の左右側部にそれぞれカバー体支持フレーム (31,31) を左右側方へ向け
て連設し、同カバー体支持フレーム (31,31) の先端に支持体 (33,33) を連設し、同支持体
(33,33) に上方へ向けて立上げ状の嵌入片 (34,34) を形成し、
一方、カバー体 (21)は、左右側部に平坦状のステップ部 (22,22) をそれぞれ形成し、同ス
テップ部 (22,22) の外側端縁を上方に隆起させて裏面に嵌入溝 (30,30) を形成し、
カバー体 (21)のステップ部 (22,22) をカバー体支持フレーム (31,31) で支持するとともに
、前記支持体 (33,33) の嵌入片 (34,34) に嵌入溝 (30,30) を嵌入させたことを特徴とする
乗用作業車のカバー体支持構造。
【請求項２】
前記ステップ部 (22)とカバー体支持フレーム (31)とにそれぞれ上下方向に符合するピン挿
通孔 (39,40) を穿設するとともに、両ピン挿通孔 (39,40) に位置決めピン (41)を挿通した
ことを特徴とする請求項１記載の乗用作業車のカバー体支持構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、乗用作業車のカバー体支持構造に関するものである。
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【０００２】
【従来の技術】
従来の乗用作業車は、走行機体の機体フレームの上部に運転部を形成するとともに、同運
転部の底面にカバー体を配設し、同カバー体の左右側部に平坦状のステップ部を形成して
おり、乗用作業車の運転時や乗降時にオペレータが足を載置できるようにしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、上記従来の乗用作業車にあっては、カバー体の剛性が低く、破損しやすいもの
であり、そのため、機体フレームとカバー体との間に複数の支持部材を介設する必要があ
り、部品点数が増加して、カバー体の取付け作業が煩雑なものであった。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
そこで、本発明では、走行機体の機体フレームの上部に運転部を形成するとともに、同運
転部の底面にカバー体を配設してなる乗用作業車において、機体フレームの左右側部にそ
れぞれカバー体支持フレームを左右側方へ向けて連設し、同カバー体支持フレームの先端
に支持体を連設し、同支持体に上方へ向けて立上げ状の嵌入片を形成し、一方、カバー体
は、左右側部に平坦状のステップ部をそれぞれ形成し、同ステップ部の外側端縁を上方に
隆起させて裏面に嵌入溝を形成し、カバー体のステップ部をカバー体支持フレームで支持
するとともに、前記支持体の嵌入片に嵌入溝を嵌入させることとした。
【０００５】
また、前記ステップ部とカバー体支持フレームとにそれぞれ上下方向に符合するピン挿通
孔を穿設するとともに、両ピン挿通孔に位置決めピンを挿通することとした。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明に係る乗用作業機は、走行機体の機体フレームに前後車輪を配設するとともに、機
体フレームの上部に運転部を形成し、同運転部の底面にカバー体を配設したものである。
【０００７】
カバー体は、前方左右側部に平坦状のステップ部をそれぞれ形成するとともに、同ステッ
プ部の前側部を上方へ向けて傾斜させて踏ん張り面を形成するとともに、同踏ん張り面の
後方に略水平状の平坦面を形成し、しかも、ステップ部の外側端縁を上方に隆起させて隆
起部を形成しており、同隆起部の裏面に嵌入溝を形成している。
【０００８】
そして、ステップ部は、踏ん張り面と平坦面との下部において、機体フレームに前後に間
隔を開けて突設したカバー体支持フレームによって支持されている。
【０００９】
カバー体支持フレームは、機体フレームの左右側部にそれぞれ左右側方へ向けて連設され
、先端には支持体が連設されており、同支持体に上方へ向けて立上げ状の嵌入片を形成し
ている。
【００１０】
そして、カバー体のステップ部の端縁裏側に形成した嵌入溝を支持体の嵌入片に嵌入させ
てステップ部を支持するとともに、カバー体支持フレームの中途部上面とステップ部の平
坦面とを当接させてステップ部を支持している。
【００１１】
従って、カバー体支持フレームの先端部と中途部とによってカバー体を確実に支持して、
カバー体の剛性を高めることができ、カバー体の破損を防止することができる。
【００１２】
しかも、前記ステップ部とカバー体支持フレームとにそれぞれピン挿通孔を穿設するとと
もに、同ピン挿通孔に位置決めピンを挿通している。
【００１３】
従って、機体フレームにカバー体を取付ける際に、ピン挿通孔に位置決めピンを挿通する
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ことにより、カバー体の位置決めが容易に行え、ステップ部の端縁裏側に形成した嵌入溝
に支持体を確実に嵌入させることができ、カバー体の取付作業を迅速かつ容易に行うこと
ができる。
【００１４】
【実施例】
以下に、本発明の実施例について、添付図面を参照して具体的に説明する。
【００１５】
図１及び図２は、本発明に係る乗用作業車としての乗用草刈機を示しており、乗用草刈機
１は、走行機体２の下部に草刈装置３を昇降機構４を介して昇降可能に配設するとともに
、走行機体２の後部に刈草収容ボックス５を配設し、同刈草収容ボックス５は、前記草刈
装置３に搬送装置６と連通ホース７とを介して連通連結している。
【００１６】
そして、地上に植立する芝や草を草刈装置３によって刈り取るとともに、刈り取った草等
を搬送装置６によって搬送し、刈草収容ボックス５に収容することができるものである。
その際に、昇降機構４によって草刈装置３を昇降させて地上高を変更することにより、草
等の刈高さを調節できるようにしている。
【００１７】
走行機体２は、図１及び図２に示すように、前後方向に伸延させた左右一対のメインフレ
ーム 8,8 と、同メインフレーム 8,8 の前端間に横架した前フレーム９と、メインフレーム
8,8 の後端間に横架した後フレーム 10とから平面視略矩形枠状の機体フレーム 11を形成し
、同機体フレーム 11の前側下部に前側伝動ケース 12を取付けるとともに、同前側伝動ケー
ス 12の左右側方にそれぞれ前車輪 13,13 を連動連結する一方、機体フレーム 11の後側下部
に後側伝動ケース 14を取付けるとともに、同後側伝動ケース 14の左右側方にそれぞれ後車
輪 15,15 を連動連結している。
【００１８】
また、走行機体２は、機体フレーム 11の前側上部に原動機部 16を配設するとともに、機体
フレーム 11の後側上部に運転部 17を配設している。
【００１９】
運転部 17は、後車輪 15,15 の上方位置に座席 18を配設するとともに、同座席 18の直前方位
置にハンドルコラム 19を立設し、同ハンドルコラム 19の上部にハンドル 20を配設し、しか
も、機体フレーム 11の上部にカバー体 21を取付けて運転部 17の底面を形成している。
【００２０】
カバー体 21は、図３に示すように、前方左右側部に平坦状のステップ部 22,22 をそれぞれ
形成するとともに、後方中央部に矩形状の座席取付用孔 23を形成し、同座席取付用孔 23の
左右側部に後車輪 15,15 の上方を被覆するフェンダー部 24,24 を形成している。図中、 25
はレバー挿通孔、 26は給油口形成孔である。
【００２１】
また、カバー体 21は、図３～図５に示すように、右側ステップ部 22の前側部を上方へ向け
て傾斜させて踏ん張り面 27を形成するとともに、同踏ん張り面 27の後方に略水平状の平坦
面 28を形成し、しかも、ステップ部 22の右側端縁を上方に隆起させて隆起部 29を形成して
おり、同隆起部 29の裏面に嵌入溝 30を形成している。左側のステップ部 22も同様の構成と
している。
【００２２】
左右側ステップ部 22,22 は、踏ん張り面 27,27 と平坦面 28,28 との下部において、機体フ
レーム 11に前後に間隔を開けて突設した前後側カバー体支持フレーム 31,31,32,32 によっ
て支持されている。
【００２３】
前側カバー体支持フレーム 31,31 は、図３～図５に示すように、機体フレーム 11の左右側
メインフレーム 8,8 の外周面に基端を取付けるとともに、それぞれ左右側方へ向けて伸延
し、中途部において先端部を上方へ向けて折曲し、さらに、先端に平板状の支持体 33,33 
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を略水平状にして連設している。
【００２４】
右側支持体 33は、右側端部を上方へ向けて折曲して嵌入片 34を形成し、同嵌入片 34に、カ
バー体 21のステップ部 22の端縁裏側に形成した嵌入溝 30を嵌入させてステップ部 22を支持
している。
【００２５】
また、右側支持体 33は、中途部上面 35と、ステップ部 22の踏ん張り面 27に形成した凹部 36
の底面 37との間にゴム素材からなるリング状の弾性体 38を介設してステップ部 22を支持し
ている。しかも、右側支持体 33と凹部 36の底面 37とにピン挿通孔 39,40 をそれぞれ穿設す
るとともに、両ピン挿通孔 39,40 に位置決めピン 41を挿通している。図中、 42はスナップ
ピンである。尚、左側支持体 33も上記と同様の構成としている。
【００２６】
このようにして、カバー体 21のステップ部 22は、踏ん張り面 27の下方において、前側カバ
ー体支持フレーム 31の先端と中途部とで確実に支持されており、カバー体 21の剛性を高め
ることができ、乗降時や運転時にステップ部 22に荷重が掛かっても、カバー体 21の破損を
防止することができる。
【００２７】
また、ステップ部 22の外側端縁に形成した嵌入溝 30に嵌入片 34を嵌入しているため、カバ
ー体 21が機体フレーム 11からずれないようにすることができ、嵌入片 34をカバー体 21の取
付時の位置決めとして機能させることができる。
【００２８】
しかも、カバー体 21とカバー体支持フレーム 31との間に弾性体 38を介設しているため、機
体フレーム 11の振動を弾性体 38が吸収して、カバー体 21への振動の伝達を防止することが
でき、オペレータに不快感を与えないようにすることができる。
【００２９】
さらに、機体フレーム 11にカバー体 21を取付ける際には、ピン挿通孔 39,40 に位置決めピ
ン 41を挿通することにより、カバー体 21の位置決めが容易に行え、ステップ部 22の端縁裏
側に形成した嵌入溝 30に嵌入片 34を確実に嵌入させることができ、カバー体 21の取付作業
を迅速かつ容易に行うことができる。
【００３０】
後側カバー体支持フレーム 32,32 は、図３～図５に示すように、機体フレーム 11の左右側
メインフレーム 8,8 の外周面に基端を取付る、それぞれ左右側方へ向けて伸延するととも
に前後端を下方に向けて折曲して断面略コ時状に形成し、先端に平板状の支持体 43,43 を
略垂直状にして連設しており、同支持体 43,43 の上端に嵌入片 44,44 を形成している。
【００３１】
そして、カバー体 21のステップ部 22の外側端縁に形成した嵌入溝 30,30 に嵌入片 44,44 を
嵌入してステップ部を支持するとともに、後側カバー体支持フレーム 32,32 の中途部上面
45と、ステップ部 22,22 の平坦面 28,28 に形成した凹部 46,46 の底面 47,47 との間にゴム
素材からなる弾性体 48,48 を介設してステップ部 22を支持している。
【００３２】
このようにして、カバー体 21のステップ部 22は、平坦面 28の下方において、後側カバー体
支持フレーム 32の先端と中途部とによっても確実に支持されており、乗降時や運転時にス
テップ部 22に荷重が掛かっても、カバー体 21の破損を防止することができる。
【００３３】
尚、図５に示すように、右側のカバー体支持フレーム 32の右側前端に切欠部 49を形成する
とともに、カバー体 21の右側面中途部に切欠部 50を形成している。
【００３４】
そして、機体フレーム 11の中途部右側方に昇降自在に配設した搬送装置６への動力伝達機
構 51が、後側カバー体支持フレーム 32やカバー体 21に干渉しないようにしている。
【００３５】
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【発明の効果】
本発明は、以上説明してきたような形態で実施され、以下に記載されるような効果を奏す
る。
【００３６】
(1) 請求項１記載の本発明では、機体フレームの左右側部にそれぞれカバー体支持フレー
ムを左右側方へ向けて連設し、同カバー体支持フレームの先端に支持体を連設し、同支持
体に上方へ向けて立上げ状の嵌入片を形成し、一方、カバー体は、左右側部に平坦状のス
テップ部をそれぞれ形成し、同ステップ部の外側端縁を上方に隆起させて裏面に嵌入溝を
形成し、カバー体のステップ部をカバー体支持フレームで支持するとともに、前記支持体
の嵌入片に嵌入溝を嵌入させているため、カバー体支持フレームの先端部と中途部とによ
ってカバー体を確実に支持でき、カバー体の剛性を高めることができ、カバー体の破損を
防止することができる。
【００３７】
(2) 請求項２記載の本発明では、前記ステップ部とカバー体支持フレームとにそれぞれ上
下方向に符合するピン挿通孔を穿設するとともに、両ピン挿通孔に位置決めピンを挿通し
ているため、機体フレームにカバー体を取付ける際にカバー体の位置決めが容易に行え、
カバー体の取付作業を迅速かつ容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る乗用作業機を示す左側面図。
【図２】同平面図。
【図３】カバー体を示す平面図。
【図４】カバー体の支持構造を示す一部切欠正面図。
【図５】同右側面図。
【符号の説明】
１　乗用草刈機
２　走行機体
３　草刈装置
４　昇降機構
８　メインフレーム
11　機体フレーム
17　運転部
21　カバー体
22　ステップ部
27　踏ん張り面
28　平坦面
29　隆起部
30　嵌入溝
31,32 カバー体支持フレーム
33,43 支持体
34,44 嵌入片
38,48 弾性体
39,40 ピン挿通孔
41　位置決めピン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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